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(57)【要約】

【課題】　より軽量でパワフルな動力エンジンを提供す

る。

【解決手段】エンジンの燃焼圧を受ける４枚のブレード

の基部にあるブレードベアリング（６ｘ）の周回軸（Ｃ

１３）を、それと連動するエンジン出力ローターの中心

軸（Ｃ１４）とは異なる位置（Ｃ１３）に偏心させ、そ

のブレードをブレード深溝（Ｂｗ）とブレードベアリン

グ周回溝（Ｃ２からＣ３の間）による拘束で、ブレード

がローターの出力軸を中心に上方に偏心回転するように

機械制御せしめた構成によりハウジングとサイドプレー

トとの相関関係で発現する大気圧領域、空気圧縮工程領

域、最大圧縮領域、減圧工程領域に、動力エンジンとし

て必要な要素をローターやハウジング、サイドプレート

に設け、これらが任意の大きさ、比率、位置関係の設定

によって動力回転することを特徴とするエンジン。

【選択図】図３

sts03
矩形



(2) JP  2023-79131  A   2023.6.7

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 　 ロ ー タ ー （ ３ ） の 中 心 面 か ら 直 角 四 方 向 に 加 工 さ れ た ブ レ ー ド 深 溝 （ Ｂ ｗ ） の 中 に ４

枚 の ブ レ ー ド （ ４ ｎ 、 ４ ｅ 、 ４ ｗ 、 ４ ｓ ） が そ れ ぞ れ す っ ぽ り 入 る 深 さ で 独 立 し て 上 下 可

動 す る よ う に 嵌 め ら れ た ロ ー タ ー が あ り 、 そ の 外 周 面 （ Ｃ １ ２ ） の 一 か 所 が そ の ロ ー タ ー

を 覆 う ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） の 内 径 面 （ Ｃ １ ） と 紙 一 重 で 近 接 す る 位 置 に 来 る よ う ロ ー タ ー の

中 心 軸 （ Ｃ １ ４ ） を ハ ウ ジ ン グ の 中 心 軸 （ Ｃ １ ３ ） か ら 当 該 量 ず ら し 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 で

ロ ー タ ー の ブ レ ー ド 深 溝 内 を 自 由 に 移 動 可 能 と な っ て い る ブ レ ー ド 群 を 、 そ の 各 先 端 （ Ｂ

ｔ ） が ハ ウ ジ ン グ の 内 径 表 面 を そ の 全 周 に わ た っ て 非 接 触 値 で 正 確 に 偏 心 周 回 せ し め る べ

く 両 サ イ ド プ レ ー ト （ １ ｒ 、 １ ｌ ） 内 側 に 加 工 さ れ た ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 （ Ｃ ２ か

ら Ｃ ３ の 間 ） と こ れ に 嵌 っ た ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ （ ６ ） に よ る 働 き で 制 御 せ し め た 構 成 が

、 そ の ロ ー タ ー の 回 転 時 に ロ ー タ ー と 、 サ イ ド プ レ ー ト 、 そ し て ブ レ ー ド の 相 関 関 係 で 発

現 す る 大 気 圧 領 域 、 空 気 圧 縮 工 程 領 域 、 最 大 圧 縮 領 域 、 減 圧 工 程 領 域 に 、 発 動 動 力 エ ン ジ

ン と し て 必 要 な 圧 縮 燃 焼 室 、 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト 、 与 圧 逃 し 室 を ロ ー タ ー 表 面 の 各 ４ か

所 に 、 ま た キ ャ ブ レ タ ー 、 点 火 プ ラ グ 、 排 気 口 を ハ ウ ジ ン グ に 設 け 、 こ れ ら が 任 意 の 大 き

さ 、 比 率 、 位 置 関 係 の 設 定 に よ っ て 動 力 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ２ 】

　 　 請 求 項 １ で 請 求 し た 点 火 プ ラ グ 方 式 に よ る 標 準 の 断 続 的 燃 焼 で 回 転 す る エ ン ジ ン と は

異 な り 、 グ ロ ー プ ラ グ 等 の 引 火 源 プ ラ グ を 点 火 プ ラ グ の 代 わ り に 用 い た 自 然 引 火 方 式 に よ

る 流 的 燃 焼 回 転 す る エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ３ 】

　 　 ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ １ ） 円 と ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 （ Ｃ ２ か ら Ｃ ３ の 間 ） の 円

が 共 有 す る 中 心 軸 （ Ｃ １ ３ ） か ら ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ の 軸 を 通 る 線 （ Ｈ ｂ ） と 、 ロ ー タ ー

主 軸 （ Ｃ １ ４ ） か ら 伸 び て ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ の 軸 を 通 る 線 （ Ｒ ｂ ） と の 軸 の ず れ よ っ て

生 じ る そ の 交 差 角 度 に 比 例 し て 増 大 す る ブ レ ー ド 端 （ Ｂ ｓ ） と ハ ウ ジ ン グ の 内 径 面 と の 隙

間 を 全 周 に わ た っ て 正 確 に 補 正 す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ １ ） あ る い は ブ レ ー ド

ベ ア リ ン グ 周 回 溝 の ど ち ら か 片 方 、 あ る い は 双 方 の 円 の 形 状 は 独 自 の 規 則 性 を 有 す る 非 真

円 に な っ て お り 、 そ れ は ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ （ ６ ｘ ） と 同 径 の 切 削 刃 物 を つ け た 工 具 に よ

り 、 ハ ウ ジ ン グ と 中 心 軸 を 異 に す る ロ ー タ ー （ ３ ） の 、 そ の ブ レ ー ド 深 溝 （ Ｂ ｗ ） に 嵌 っ

た 等 身 ブ レ ー ド 規 格 が 実 際 に 周 回 す る そ の 周 回 軌 道 に 倣 っ た 、 倣 い 切 削 加 工 に よ っ て 作 出

さ れ る 円 弧 の 形 状 で あ り 、 こ の 非 真 円 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 　 　 本 発 明 は 、 動 力 エ ン ジ ン に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 　 従 来 の 動 力 エ ン ジ ン は ２ サ イ ク ル 、 ４ サ イ ク ル 、 １ ／ ３ サ イ ク ル ロ ー タ リ ー エ ン ジ

ン 、 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン 、 ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン な ど が す で に 考 案 さ れ て い る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 　 　 よ り 軽 量 で パ ワ フ ル な 動 力 エ ン ジ ン を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 　 　 ４ 枚 の ブ レ ー ド （ ４ ｎ 、 ４ ｅ 、 ４ ｗ 、 ４ ｓ ） が ロ ー タ ー （ ３ ） の 中 心 か ら 直 角 四 方

向 に そ の 頭 （ Ｂ ｔ ） が 出 な い 深 さ に 加 工 さ れ た ブ レ ー ド 深 溝 （ Ｂ ｗ ） の 中 に そ れ ぞ れ が 独

立 し て 上 下 可 動 せ し め る べ く 嵌 っ て お り 、 こ の ロ ー タ ー 円 周 表 面 （ Ｃ １ ２ ） に あ る ４ 箇 所

の ブ レ ー ド 深 溝 を 基 準 に 圧 縮 燃 焼 室 （ Ｃ Ｃ ） と 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト （ Ｔ ｈ ） 、 余 圧 逃 し

室 （ Ｐ ｔ ） が そ れ ぞ れ 任 意 の 比 率 寸 法 で 設 け ら れ て い て 、 各 ブ レ ー ド 軸 （ Ｂ ｓ ） と ロ ー タ
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ー の 回 転 軸 （ Ｃ １ ４ ） に は す べ て こ れ に 対 応 す る ベ ア リ ン グ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 　 　 ま た 、 ４ 枚 の ブ レ ー ド が 組 み 込 ま れ た ロ ー タ ー （ ３ ） は ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） を 介 し て

、 鏡 像 形 状 で あ る ２ 枚 の サ イ ド プ レ ー ト （ １ ｒ 、 １ ｌ ） の 内 側 に そ れ ぞ れ 切 削 加 工 さ れ た

ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 （ Ｃ ２ か ら Ｃ ３ の 間 ） に ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ （ ６ ） が 、 ロ ー タ

ー 主 軸 ベ ア リ ン グ 穴 （ Ｍ ｈ ） に は ロ ー タ ー 主 軸 ベ ア リ ン グ （ ５ ） が 嵌 る 形 で ハ ウ ジ ン グ と

サ イ ド プ レ ー ト 内 に 入 っ て お り 、 こ の ロ ー タ ー の 主 軸 （ Ｃ １ ４ ） を 右 側 面 か ら 見 て 反 時 計

方 向 に 回 転 さ せ る と 、 同 じ 縦 軸 上 の こ れ よ り 上 方 に 偏 移 し た 回 転 軸 （ Ｃ １ ３ ） を 持 つ ブ レ

ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 （ Ｃ ２ か ら Ｃ ３ の 間 ） に 入 っ て い る ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ が 、 ロ ー タ

ー ブ レ ー ド 深 溝 （ Ｂ ｗ ） に 嵌 っ て い る ブ レ ー ド を ベ ク ト ル 制 御 し な が ら ロ ー タ ー 主 軸 （ Ｃ

１ ４ ） を 中 心 に 上 方 に 偏 心 し た な め ら か な 回 転 を す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 　 　 こ の ロ ー タ ー を 回 転 さ せ る べ く １ ／ ４ サ イ ク ル 発 動 動 力 エ ン ジ ン と し て 動 作 す る 本

内 燃 機 関 の 機 構 は 、 同 じ 縦 軸 上 に 異 な る 中 心 軸 を 持 っ た 異 な る 直 径 の 特 定 の 比 率 を 持 つ ２

つ の 円 で 、 そ の 大 き い 方 の 円 は ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ １ ） に 、 小 さ い ほ う の 円 は ロ ー タ ー

円 周 表 面 （ Ｃ １ ２ ） の 外 径 と な っ て お り 、 こ れ ら が ６ 時 の 位 置 で 任 意 の 隙 間 を 保 っ て 最 接

す る 場 所 に 該 当 す る ハ ウ ジ ン グ の 下 端 部 に 燃 料 を 吸 い 上 げ る た め の キ ャ ブ レ タ ー （ Ｃ １ ０

） が 取 り 付 け ら れ て お り 、 ち ょ う ど こ の ６ 時 の 位 置 に あ る ブ レ ー ド を ［ 図 ４ ］ （ ４ ｓ ） と

す る と こ れ に エ ン ジ ン と し て の 燃 焼 圧 力 を も た ら す べ く 空 気 圧 縮 を 担 う ブ レ ー ド は こ れ よ

り 常 に ９ ０ 度 後 方 に あ っ て そ の 空 気 圧 縮 開 始 位 置 は ［ 図 ４ ］ （ ４ ｗ ） で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 　 　 さ ら に 、 ロ ー タ ー が 反 時 計 回 り に 回 転 し 、 そ れ ま で ９ 時 の 位 置 に あ っ た ブ レ ー ド ［

図 ４ ］ （ ４ ｗ ） が そ の 時 確 保 し て い た 空 気 量 を 保 っ た ま ま ６ 時 の 場 所 に あ る ハ ウ ジ ン グ と

ロ ー タ ー 間 の 非 接 触 最 接 面 と の 間 の 準 気 密 さ れ た 空 間 で 空 気 の 圧 縮 を 続 け 、 圧 縮 燃 焼 室 （

Ｃ Ｃ ） に 圧 縮 空 気 が 満 た さ れ る 位 置 ［ 図 ５ ］ （ ４ ｗ ） ま で 来 る と 、 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト

（ Ｔ ｈ ） の 先 端 （ Ｔ ｐ ） が ６ 時 の 位 置 に 来 て い る た め に 、 降 圧 側 に 移 行 し つ つ あ る 圧 縮 燃

焼 室 ［ 図 ５ ］ （ Ｃ Ｃ ） の 空 隙 中 に ９ 時 の 位 置 か ら の 空 気 量 を 持 つ ブ レ ー ド ［ 図 ５ ］ （ ４ ｗ

） に よ り 昇 圧 さ れ つ つ あ る 空 気 の 流 入 を 狭 め て さ ら に 高 圧 高 速 な 気 流 に せ し め る 燃 料 吸 い

上 げ ス ロ ー ト ［ 図 ５ ］ （ Ｔ ｈ ） を 介 し て そ の 直 下 に あ る キ ャ ブ レ タ ー （ Ｃ １ ０ ） の 燃 料 を

勢 い よ く 吸 い 上 げ 初 め 、 さ ら に 回 転 が 進 ん で 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト （ Ｔ ｈ ） の 終 端 で あ り

余 圧 逃 し 室 （ Ｐ ｔ ） の 与 圧 逃 が し 開 始 点 で も あ る 場 所 ［ 図 ６ ］ （ Ｐ ｐ ） が 直 下 の キ ャ ブ レ

タ ー （ Ｃ １ ０ ） を 通 過 し た 次 の 瞬 間 つ ま り 、 ロ ー タ ー が 圧 縮 燃 焼 室 内 と の 特 定 の 位 置 関 係

に 設 定 さ れ た 点 火 プ ラ グ の 位 置 （ Ｃ ９ ） ま で 回 っ た 時 に こ の 空 隙 に 火 花 を 飛 ば す こ と で 燃

料 と 混 合 さ れ た 圧 縮 空 気 が 爆 燃 膨 張 し 、 こ の 燃 焼 圧 力 を 受 け た 回 転 方 向 に あ る ブ レ ー ド ［

図 ６ ］ （ ４ ｓ ） を 押 し 広 げ る こ と に よ り ロ ー タ ー 軸 の 回 転 エ ネ ル ギ ー と 次 の 燃 焼 圧 力 を も

た ら す ブ レ ー ド ［ 図 ６ ］ （ ４ ｎ ） が 担 う 空 気 圧 縮 エ ネ ル ギ ー を 得 な が ら 各 ブ レ ー ド は 他 の

３ 枚 の ブ レ ー ド と 協 働 し 、 そ れ ぞ れ が １ ／ ４ 回 転 周 期 で 吸 気 、 圧 縮 、 燃 料 吸 引 、 点 火 、 燃

焼 、 膨 張 、 排 気 の 過 程 を 得 て ロ ー タ ー を １ 回 転 さ せ 、 こ れ を 繰 り 返 し な が ら 回 転 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 　 　 ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ １ ） と サ イ ド プ レ ー ト に 切 ら れ て い る ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周

回 溝 （ Ｃ ２ か ら Ｃ ３ の 間 ） は 共 に 同 じ 中 心 軸 （ Ｃ １ ３ ） を 持 っ て い る が 、 ブ レ ー ド ベ ア リ

ン グ （ ６ ） が 外 接 す る ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 の 外 溝 （ Ｃ ２ ） は ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ

１ ） 円 の 単 な る 縮 小 真 円 に は な っ て お ら ず 、 ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ と 同 径 の 切 削 刃 物 を つ け

た 工 具 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 径 （ Ｃ １ ） 面 を 基 準 に ブ レ ー ド の 回 転 軌 道 に 倣 っ た 、 倣 い

切 削 加 工 に よ っ て 造 形 さ れ る 特 殊 な 円 弧 の 周 回 溝 と な っ て お り 、 そ れ は ハ ウ ジ ン グ の 内 径

（ Ｃ １ ） 円 と ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 （ Ｃ ２ か ら Ｃ ３ の 間 ） の 円 が 共 有 す る 中 心 軸 （ Ｃ

１ ３ ） か ら ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ の 軸 を 通 る 線 （ Ｈ ｂ ） と 、 こ れ と は 異 な る 軸 を 持 つ ロ ー タ

ー 主 軸 （ Ｃ １ ４ ） か ら 伸 び て ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ の 軸 を 通 る 線 （ Ｒ ｂ ） と の 軸 の ず れ よ っ

て 生 じ る そ の 交 差 角 度 に 比 例 し て 増 大 す る ブ レ ー ド 端 と ハ ウ ジ ン グ の 内 径 円 と の 隙 間 を 全

周 に わ た っ て 正 確 に 補 正 す る た め の も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 　 　 ま た エ ン ジ ン 可 動 部 の 気 密 と 潤 滑 の た め の 油 の 注 油 口 （ ７ ） と 、 そ の 油 圧 を 読 み 取

る た め の 油 圧 監 視 口 （ ８ ） と 、 ブ レ ー ド 冷 却 及 び 燃 焼 室 に 入 る 空 気 の 強 制 換 気 口 （ Ｃ ７ ）

が 両 サ イ ド プ レ ー ト に 開 口 し 、 各 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 深 溝 （ Ｂ ｗ ） に は 空 気 の 通 し 穴 （ Ｏ ｈ

） が ３ 箇 所 十 字 に ロ ー タ ー に 貫 通 し た 構 造 を 特 徴 と す る 本 エ ン ジ ン の 原 型 は 、 汎 用 キ ャ ブ

レ タ ー と ポ イ ン ト 式 点 火 プ ラ グ 制 御 に よ る 外 部 か ら の 補 助 回 転 力 を 受 け て 始 動 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 　 　 軽 量 な が ら 力 強 い ト ル ク を 生 じ る さ せ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 右 側 側 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の Ａ ̶ Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の ４ ｗ ブ レ ー ド の 圧 縮 開 始 点 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の ４ ｗ ブ レ ー ド に 依 存 す る 燃 料 吸 い 上 げ 開 始 点 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の ４ ｗ ブ レ ー ド に 依 存 す る 余 圧 逃 し 開 始 点 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の Ｂ ̶ Ｂ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 右 サ イ ド プ レ ー ト を 省 い た 右 上 方 視 点 立 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の サ イ ド プ レ ー ト と ハ ウ ジ ン グ の 位 置 関 係 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 溝 の 要 非 真 円 性 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の ロ ー タ ー 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の ブ レ ー ド の 立 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 　 　 ド ロ ー ン エ ン ジ ン や 一 部 の 電 動 モ ー タ ー の 代 替 に な る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 　 　 試 作 し た プ ロ ト タ イ プ を 装 置 に 設 置 し て 実 際 に 試 験 し て み た と こ ろ 、 エ ン ジ ン が 回

転 し た こ と を 確 認 し た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 　 　 加 圧 真 空 引 き ポ ン プ 、 流 量 計 、 油 圧 ピ ス ト ン 制 御 、 ド ロ ー ン エ ン ジ ン な ど 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

１ （ ｘ ） 　 サ イ ド プ レ ー ト

２ 　 ハ ウ ジ ン グ

３ 　 ロ ー タ ー

４ （ ｘ ） 　 ブ レ ー ド

５ 　 ロ ー タ ー 主 軸 ベ ア リ ン グ

６ 　 ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ

７ （ ｘ ） 　 注 油 口

８ （ ｘ ） 　 油 圧 監 視 口

Ｂ ｈ 　 ボ ル ト 穴

Ｂ ｓ 　 ブ レ ー ド 軸

Ｂ ｔ 　 ブ レ ー ド の 頭

Ｂ ｗ 　 ブ レ ー ド 深 溝

Ｃ １ 　 ハ ウ ジ ン グ の 内 径

Ｃ ２ 　 ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 外 溝

Ｃ ３ 　 ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 内 溝
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Ｃ ７ （ ｘ ） 　 送 風 口

Ｃ ９ 　 点 火 プ ラ グ の 位 置

Ｃ １ ０ 　 キ ャ ブ レ タ ー

Ｃ １ ２ 　 ロ ー タ ー 円 周 表 面

Ｃ １ ３ 　 ハ ウ ジ ン グ と ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 周 回 軸

Ｃ １ ４ 　 ロ ー タ ー 主 軸

Ｃ Ｃ 　 圧 縮 燃 焼 室

Ｈ ｂ 　 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 軸 と ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 軸 を 通 る 線

Ｈ ｓ 　 舵 取 り ボ ル ト 穴

Ｍ ｈ 　 ロ ー タ ー 主 軸 ベ ア リ ン グ 穴

Ｏ ｈ 　 空 気 の 逃 し 穴

Ｐ ｐ 　 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト の 終 端 兼 余 圧 逃 し 開 始 点

Ｐ ｔ 　 余 圧 逃 し 室

Ｒ ｂ 　 ロ ー タ ー 軸 と ブ レ ー ド ベ ア リ ン グ 軸 を 通 る 線

Ｔ ｈ 　 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト

Ｔ ｐ 　 燃 料 吸 い 上 げ ス ロ ー ト の 先

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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